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番号 委員名 資料名 

1 藤村 葉子 委員 
2025(令和 7)年度 成田市一般廃棄物処理基本計画

年次報告書について【報告】 

該当頁 第 5 頁 

【意見・質問】 

5 ページの「リサイクル率」の表の 2025（R７）の実績値（％）が 20.0 となっていま

すが、2025（令和 7）年度成田市環境基本計画年次報告書の 32 ページ図 2-3 リサ

イクル率の推移のグラフでは 20.2 となっています。どちらかを修正してはどうです

か？ 

【回答】 

令和７年度におけるリサイクル率は環境基本計画における「20.2」が正しい数値と

なっておりますので、修正いたします。 

 



― 2 ― 
 

番号 委員名 資料名 

2 藤村 葉子 委員 
2025(令和 7)年度 成田市一般廃棄物処理基本計画

年次報告書について【報告】 

該当頁 第 26 頁 

【意見・質問】 

26 ページの「ゴミの分別区分の検討」の表の中で 15 行目「国が検討を進めている

プラスチック資源ごみの新たな分別について動向を注視しながら・・・」とありますが、

国は令和 3 年に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」を出して容器

包装以外のプラスチックの分別収集も促進する方針を出し、すでにそれに対応してい

る自治体もあるので、他市の動向を見ながら新たな分別の検討をすべきではないで

すか？ 

プラスチックの問題は世界的にも重要視されており、また、成田市ではエコオフィス

アクションにおける一般廃棄物溶融分の CO2 が削減できない原因が可燃ごみ中の

プラスチックごみの比率が高いためと聞いております。使い捨てプラスチック製品等

の削減も図るべきですが、現状ではプラスチックごみの分別回収が重要と思われま

す。 

【回答】 

ご指摘のとおり、現在、容器包装以外のプラスチックの分別収集につきましては、他

市の動向を注視しながら新たな分別方法について調査・研究をしているところですの

で、そのように修正いたします。 

 

 

 

 

 

 


